
 2026 年度 事業計画 

 

 

継続的研修事業

 
「JIRA画像医療システム産業ビジョン 2030」のもと、継続的研修を実務への更なる貢献の場とするべく、「業務効

率化と、より高度な医療の提供に紐付いた医療機器産業拡大への貢献を意識した薬機法及び薬事に関連する法令

等の有益な法令情報の提供の場」とする活動マインドを推進する。 

具体的には、これまでの活動を通じて広く認知されている本委員会の存在価値を高めつつも、会員企業等におけ

る医療安全の推進とコンプライアンスへの貢献を一層意識した活動とする必要性を鑑み、従来の「医療機器産業公

正取引協議会」の情報提供の他、JIRA会員企業における販売・貸与業、修理業において、薬機法に関連する法

令等の情報提供を有機的に関係付けるなど、これまでの研修内容の更なる充実を図ることで、会員企業及び研修

受講者に有益となる情報提供の場とすることで、本研修に参加した意義があると認識していただけるような活動アウ

トプットにつなげる。 

継続的研修事業は、当工業会主催の研修会に参加を希望する協賛団体（JEITA、日医光、日理機工）と連携し

て、テキスト作成、講師対応等を行い、医療安全の推進とコンプライアンス意識の醸成を活動目的とする。 

本事業は、医薬品医療機器等法に基づき届出た事業であり、独立採算性を担保するため、特別会計のもとで実施

する。本年度も引き続き、WEB配信にて分散開催（3回）し、昨年と同額の 5,500円（消費税込み）で行う。また、受

講は、研修資料等を一律ダウンロードによる提供とし、さらに講義を７つのテーマ毎の動画に分け、期間中いつでも

視聴可とするなど、受講しやすいように配慮する。受講修了の条件として、各講義後の「理解度チェック」に正解する

こと、講義動画時間の 90%以上を視聴しなければ完了できない機能を盛り込むことにより、理解度を深め、受講時

間の徹底を図っている。 

医薬機審発 0617第３号「デジタル原則に照らした規制の一括見直しプラン及びデジタル原則を踏まえたアナログ

規制の見直しに係る工程表を踏まえた対応について」に準じ、昨年度より、修了証の交付手続きのオンライン化とし

て、デジタル修了証発行の仕組みを導入した。本年度も修了証管理の利便性向上を訴求し、デジタル修了証発行

による運用を実施する。 

 

［2026年度の開催予定（調整中）］ 

 申込み期間 視聴期間 修了証の発行 定員 

第 1回  5/1-5/20 7/1-7/20 8月下旬 1100人 

第 2回 9/1-9/20 11/1-11/20 12月中旬 300人 

第 3回 12/1-12/20 2/1-2/20 3月中旬 200人 

 


